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@　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　で測定し，標準試料のカウント数と比較することにより1．は　じ　め　に　　　　　　　　　　　　　　　　．
ヨウ素を定量した．参考のために塩素の定量もヨウ素の
ヨウ素製造工場周辺の水稲の赤枯れは，昭和51年度の　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　定量と同様に行った．
調査でヨウ素による土壌汚染にその主因がある1）ことが
明らかになり・52年度の調査では・土壌汚染の範囲と深　　　　　　　　　3．結　　　　果
度の確認，汚染土の除染法2），土壌汚染の原因について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可視被害の範囲を図一1に示した・昨年度と比較する
の検討3）を行った・本年度は，土壌汚染と水稲の赤枯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と，全般に被害範囲は縮小した．A，　B水田に比べると
れについて昨年度のデータと比較する追跡調査を行っ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C水田で縮小が著しく，水口付近のわずかな部分に限
た．@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られた・しかし新たに工場裏No．10付近にも軽微な赤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　枯れが見られた．　　凸2．方　　　　　法
表一1には，可視被害の状況と分析結果を示した．土壌
昭和51年9月1日に図一1に示したように工場周辺の水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中塩素は非破壊分析のためバックグラウンドが高く，検
田から水稲をその生育した土壌ととも匹サンプリング
し，土壌，根，茎葉にわけ室内で風乾した後，粉砕し，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表一1　可視被害と分析結果
分析用試料とした．
ヨウ素の定量には放射化分析を用いた．すなわちサン 土壌 根 茎　　　葉
プル0．1～0．2gをポリエチレソ製の袋に入れ，立教大 可視@被害 ヨウ素 ヨ州塩素 ヨ州塩素学原子力研究所のTRIGA皿型原子炉の回転試料棚で
中性子束密度5×1011n／sec・cm2で10分間照射した後15　　　1
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出されなかった．昨年度のデータを（）内に示したが，　　かった・
これと比較すると本年度の土壌中ヨウ素濃度はおおむね　　　最後に・ヨウ素による水稲の赤枯れ発現限界値の推定
減少していると見ることができ，これは被害範囲の縮小　　では，今年度は試料数が少なくほっきりどしだことはい
現象と一一致した．しかしながらA水田水口付近とB水　　えないが，表一1からわかる様に土壌中おおむね60ppm
田水口付近では，それぞれ珈PP鵡勉46加hτ遷高濃度・．似下であれば赤枯れは肇現しないか発現しでも軽微であ
にヨウ素が検出されており，前年のデータと同程度の値　　るという昨年度の結果を支持するデータであると考えら
であることから浄化はそれほど進んでいない様に考えら　　れた・
れる・同様なことは根中ヨウ素についても言うことがで
き，全般に根中ヨウ素濃度は低下しているようである　　　　　　　　　4・ま　　と　　め
が，土壌での数値の低下とパラレルではない．B水田水　．　以上のことから土壌汚染の著しいB水田水口付近で
口（No．3）地点では昨年と同程度の1，000ppmとい　　は前年と同様・土壌中ヨウ素濃度は高値を示し・対策の
う値が得られた．茎葉中ヨウ素では，土壌ヨウ素の濃度　　とられない限り明年度も赤枯れの発生が予想されるが・
減少は反映されず・かえ・って増加した地点が多かった・　　全般的には水稲の赤枯れは縮小し・‡壌中ヨウ素濃度は
土壌・根・茎葉中ヨウ素濃度の相関性では土壌一根　　低下した・ただ・工場の裏でわずかながら新たな赤枯れ
（相関係数γ＝0．85），根一茎葉（γ＝0．58），土壌一茎葉　　の発現が見られ，明年度以降の調査がなお必要と思われ
（γ＝O」36）と土壌一根の相関性が高く，土壌中ヨウ素は　　る．
　　　　　　　　唄ｪに強く反映されることがわかる。これは昨年度の知見
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